
Architectural Institute of Japan

NII-Electronic Library Service

Arohiteotural エnstitute 　 of 　 Japan

打込 み 型枠 を 用 い た コ ン ク リ
ー

ト試験体 の 部 分圧 縮試 験 の 解析

そ の 1　 完全弾性体 を仮定 し た 場合

1　序

　コ ン ク リー
ト打設後 に せ き板 を 取 り除 か ず に そ の まま残す

打込 み 型枠工法 は、 工期 の 短縮 、 耐久性向上 、 仕上 の 高品質

化な どの点で注目され、多 くの 研究がなされ て い る。 さらに

打込 み 型枠 で コ ン ク リートに接合し た せ き板の部分 を 、 構造

体 コ ン ク リートの断面に含め て構造計算の対象に す る方法 に

つ い て も研究が 始め られ て い る 。

　 打込 み 型枠 の せ き板 を 構造 体 コ ン ク リートの
一

部 と考 え る

場合 は 、
コ ン ク リー

ト とせ き板 の
一

体性が保 たれ て い る こ と

を 調 べ る必要がある。 本報 で は、 耐 ア ル カ リ性 ガ ラ ス 繊維補

強 セ メ ン トで あ る GRC を せ き板 と し 、
コ ン ク リ

ー
トとの

一

体性を部分圧縮試験で 調 べ る場合に つ い て 、 GRC せ き板 と

コ ン ク リートを完全弾性体 と仮定 して 解析 を 試 み た。

2　部分圧締試験

　 図 1に示 すよ うに 、 厚 さ 1．5cm 長 さ 30cm の GRC

せ き板 が 、 厚 さ 7cm 高 さ 40cm の コ ン ク リ
ー

トの 両側 に

接合 した 試験体 を 、 コ ン ク リ
ー F の 高 さ方向 の 両端 面 か ら圧

縮する試験 を想 定 した 。

3　解析 モ デル と数値計算方法

　図 2 に 示す よ うに 左右 と上下 の 対称性 か ら、 1／ 4 に 切断

し た部分を解析の対称と した 。
コ ン ク リ

ー
トとGRC せ き板

の弾性係数は表 正の よ う に し た 。

　図 8 に示す よ うに GRC せ き板の 全面が コ ン ク リ
ー

トに 接

合 して い る モ デ ル 1 、 端 部 か ら 5cm が 剥離 して い る モ デ ル

2 、 端部か ら 10cm が 剥離 して い る モ デ ル 3 を 設定 し た 。

　 2 次元平面歪状態を仮定 し、 単位厚 さ当 りの 数値 で 表 して、

境界要素法 の 数値計算 プ ロ グ ラ ム
1 ）

で 解折 し た。図 4 に 要素

設定の 例 と して 、
モ デ ル 3 の 要素分割を示す 。

4　解析結果

　圧縮荷重 が 1 トン （解析モ デ ル は 圧縮面が半分 で あるから

モ デル の 荷重 は 500kgf ）の と き に 接合面 に 生 じる面 に

垂直な方向 の 垂 直応力度を図 5 に 、 面 に 平行 な 方向 の せ ん 断

応 力度を図 6 に 、
コ ン ク リートと GRC せ き板がそれぞれ負

担 して い る圧縮荷重を図 7 に 、 図 1 の A 〜E とし て 示 した位

置 に お け る圧 縮荷重 の 作用方向 の 圧縮歪度 を 表 2 に 示 す 。
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5　考 察

　図 5 と図 6 の よ うに 、 GRC せ き板と コ ン ク リ
ー

トの接合面の端部で は 、 面に垂直な 方向の 垂直応力

度と面に平 行な 方向の せ ん断応力度 が 拡大 （有限値

に増加す る の で は な く、 無眼大に 発散す る）して お

り、 接合面 が 面内 に ずれ る場合 の モ ードn の 応力拡

大係数 を剥離面 の ずれ変位か ら計算す る と表 3 に な

る。 ただ し接合 面が剿離 して い な い モ デル 1 で は 、

微小 な 剥離長 さ の と き の 値 か ら 外挿 で 求 め た 。 た だ

し弾性係数 は コ ン ク リートの 値を用 い た。

　異種材料 の接合面 の剿離条件 を応力拡大係数 で 判

断で き るか ど うか 、 また コ ン ク リートに モ ードH の

限界応 力拡大係数が存在 す る かど うかな ど明らか で

な い 点 があ るが 、 仮 に 応力拡大係数 が そ の 材料 に 固

有 の 限界応力拡大係数に な る と接合面の 剥離が起 き

るとい う条件で 考え 、
モ ードH の 限界応力拡大係数

　 　 　 　 　 　 　 ∋

を 178kgf ・c ガiと仮定 す る と 、 載荷面 の 圧縮荷重

と変位の関係は 図 8 の よ うに なる。 図 8 か ら考え て 、

接合面 の 全面が接合 し て い る状態か ら圧縮載荷 を開

始して 、 限界応 力拡大係数 ie達す る応力に な る と、

接合面の端部か ら剿離が生 じ始め 、 以後 ほ と ん ど荷

重 が 増加す る こ とな く接合面 の剥離が 進展す る。 す

な わ ち 圧縮載荷 の 荷重 が 大 き くな っ て 限界 の 値 に な

る と 、 GRC せ き板と コ ン ク リ
ー

トの 剥離は急激に

起 こ っ て 全面が剥離する こ とに な る。

表 1　弾性係数

コ ン ク リート GRC せ き板

ヤ ン グ率 　 105k8f／cm2 3，0 3 ．6

ボ ア ソ シ比 0，18 0．　 18

均
一
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図 3　 解析 モ デ ル 図 4 　境 界要素 設定 （モ デ ル 3 ）
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図 5　圧縮荷重 が 1 トン の と き に 擾合面 に 生 じ る面 に

　　　垂直 な 方向 の 垂直応力度
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6　結 諭

　 GRC せ き板 と コ ン ク リートの 接合面に 生 じ る応

力を完全弾性体 の 仮定 で 解析し た と こ ろ 、 応力の 分

布は拡大 の 様相 を示 し、 荷重 が 大 き くな っ て 限界 の

値 に 達 す る と接合面 の 端部か ら剥離が 急激に起こ っ

て 全面が剿離す る危険性が あ る と考え ら れ た 。

　 こ の よ うな危険性を除き 、 GRC せ き板 と コ ン ク

リ
ー

トの 一体性をより強固に保つ た め に は 、 機械的

な接合方法 で 接合す る こ とが必要 で あると考 え られ

る 。
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図 6 　圧縮荷重 が 1 トン の と き に 接合面 に生 じる面 に 　図 7 　圧縮荷重 が 1 トン の と き に コ ン ク リ
ー

トとGRC

　　　平行 な 方向の せ ん 断応力度　　　　　　　　　　　 せ き板 がそれぞれ負担して い る圧縮荷重
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